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令和７年令和７年　新春のごあいさつ新春のごあいさつ

２
０
２
４
年
の
主
な
出
来
事

1月2月3月4月6月7月8月10月 5月11月
○

マ
シ
ェ
イ
ラ
・
レ
モ
ン
ズ
さ
ん
が
新

た
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
着
任
（
29
日
）

○
五
城
目
小
学
校
階
段
教
室
で
「
二
十

歳
の
つ
ど
い
」
が
開
催
（
15
日
）

○

ウ
ッ
ド
ロ
ー
ド
で
、５
年
ぶ
り
に「
全

町
盆
踊
り
大
会
」
を
開
催
（
15
日
）

○

橋
本
尚
志
さ
ん
が
、
町
の
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進

を
図
る
デ
ジ
タ
ル
専
門
監
に
着
任

（
１
日
）

○

広
域
五
城
目
体
育
館
で
「
秋
田
追
分

全
国
大
会
」
が
開
催
（
６
日
）

○

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
、
海
外
協
力
隊
派
遣
前

研
修
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
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協
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候
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生
の
伊
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谷
香
南
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間
温
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さ
ん・
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史
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○

町
役
場
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場
で
「
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ど
も
議
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」
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開
催
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）

○

秋
の
朝
市
「
き
の
こ
ま
つ
り
」
を
開

催
（
27
日
）

○

本
年
度
の
町
功
労
者
と
し
て
、
北
嶋

悦
子
さ
ん
を
表
彰
（
５
日
）

○

朝
市
ふ
れ
あ
い
館
と
五
城
館
で
「
産

業
文
化
祭
」
を
開
催
（
10
日
）

○

矢
田
津
世
子
没
後
80
年
事
業
と
し

て
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
「
ふ
る
さ
と

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
」「
短
編

映
画
上
映
会
」
を
開
催
（
17
日
）
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１
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０
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年
記

念
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催
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用

者
２
万
人
達
成
（
11
日
）

○

冬
の
朝
市
「
あ
っ
た
か
鍋
ま
つ
り
」
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催
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大
規
模
な
災
害
の
発
生
に
備
え
「
防

災
備
蓄
倉
庫
」
完
成
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29
日
）

○

五
城
目
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
を
実

施
（
24
日
）

○

地
域
課
題
解
決
策
の
検
討
な
ど
を
行

う
集
落
支
援
員
に
４
名
が
就
任
（
１

日
）

○

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
候
補
生
の
青

木
舞
さ
ん
・
石
原
優
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さ
ん
・
知
念

萌
花
さ
ん
・
山
本
涼
仁
さ
ん
が
本
町

で
活
動
を
開
始
（
６
日
）

○

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
鹿
内
和
朗
さ

ん
が
着
任
（
９
日
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○

春
の
朝
市
「
山
菜
ま
つ
り
」
を
開
催

（
12
日
）

○

小
玉
重
博
さ
ん
（
西
野
）
の
ほ
場
で

「
サ
キ
ホ
コ
レ
」
田
植
え
イ
ベ
ン
ト

開
催
（
13
日
）

○

五
城
目
神
明
社
神
楽
殿
で
52
回
目
と

な
る
番
楽
競
演
会
開
催
（
18
日
）

○

五
城
目
朝
市
の
守
り
神
を
祭
る
「
市

神
祭
」
開
催
（
２
日
）

○

外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）の
ゾ
ー

イ
・
フ
ェ
ル
さ
ん
が
退
任
（
26
日
）

○

雀
館
運
動
公
園
で
「
き
ゃ
ど
っ
こ
ま

つ
り
」
が
開
催
（
28
日
）

【11月17日】矢田津世子没後80年事業の「ふるさと作文コン【11月17日】矢田津世子没後80年事業の「ふるさと作文コン
クール表彰式」では、８名の方を表彰クール表彰式」では、８名の方を表彰

【11月25日】五城目小学校創立１５０周年を記念して式典が開催【11月25日】五城目小学校創立１５０周年を記念して式典が開催

【10月11日】JICAと連携協定を締結し、新たな４名の候補生（左か【10月11日】JICAと連携協定を締結し、新たな４名の候補生（左か
ら、道原さん・藤村さん・作間さん・伊豫谷さん）が活動開始ら、道原さん・藤村さん・作間さん・伊豫谷さん）が活動開始

【5月18日】五城目神明社で52回目の「番楽競演会」を開催【5月18日】五城目神明社で52回目の「番楽競演会」を開催

【５月13日】田植えイベントには、佐竹敬久秋田県知事や江畑【５月13日】田植えイベントには、佐竹敬久秋田県知事や江畑
幸子さん（サキホコレアンバサダー）らが参加幸子さん（サキホコレアンバサダー）らが参加

【５月６日】４名のJICA海外協力隊候補生（左から、山本さ【５月６日】４名のJICA海外協力隊候補生（左から、山本さ
ん・知念さん・青木さん・石原さん）が本町で活動開始ん・知念さん・青木さん・石原さん）が本町で活動開始

【２月10日】たくさんの来場者にだまこ鍋やだまこそばが提供【２月10日】たくさんの来場者にだまこ鍋やだまこそばが提供
された「あったか鍋まつり」された「あったか鍋まつり」

【８月15日】５年ぶりの開催となった「全町盆踊り大会」に【８月15日】５年ぶりの開催となった「全町盆踊り大会」に
は、約１５０人が参加は、約１５０人が参加

【10月６日】秋田追分全国大会では、一般の部で谷川未采【10月６日】秋田追分全国大会では、一般の部で谷川未采
さんが優勝さんが優勝
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